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会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中

　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神 戸 有 馬
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神戸ハーバー
神 戸 西 神
神　戸　中
　小　計
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当月末 増減
平均出席率
％

81.76
93.65
97.42
94.59
86.88
80.43
89.12
84.65
96.91
90.10
90.17
94.16
91.20
100.00
84.76
93.44
94.92
84.12
84.00
90.21
92.75
89.74
100.00
88.44
90.70
100.00
87.17
100.00
93.60
85.15
82.28
93.10
100.00
87.54
80.00
81.60
87.10
91.78
94.63
81.43
95.23
97.20
94.70
91.60
92.37
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明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計
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クラブ名 2015年
7月1日

会 員 数

例会数
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当月末 増減 女性
平均出席率
％

79.08
100.00
97.61
90.53
73.44
97.32
86.51
83.45
99.36
88.42
91.01
98.42
97.50
98.00
93.79
96.51
96.84
90.74
95.19
98.75
91.03
100.00
95.14
88.67
96.37
80.09
100.00
87.10
100.00
92.04
92.91
100.00
96.03
100.00
97.24
96.35
88.89
94.00
92.07
87.50
91.76
92.62

34
40
43
37
33
23
210
42
34
28
23
18
145
54
48
40
41
28
25
236
22
21
46
49
33
7
33
21
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155
109
32
10
82
15
22
425
56
34
29
31
12
36
40
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37
42
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35
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28
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18
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7
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31
9
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15
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28
31
12
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3
2
2
1
2
0
10
2
0
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0
0
2
0
3
2
-1
0
0
4
1
-1
0
-1
1
0
0
2
2
2
0
-1
-1
-2
0
0
-2
1
1
-1
0
0
3
0
4

◆クラブ数………………………………　 73RC
◆2015年7月1日　クラブ会員数……2,833人
◆2015年11月末　クラブ会員数……2,882人

◆2015年11月末女性会員数……………　106人
◆2015年11月平均出席率………………92.62％
◆増　減………………………………………　49人増

国際ロータリー第2680地区　2015年11月出席報告
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41
44
24
158
42
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14
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55
39
37
45
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36
26
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36
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135
83
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31
5
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41
39
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24
153
34
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2,833
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HYOGOロータリー
E ク ラ ブ

事務所
〒651-0087  兵庫県神戸市中央区御幸通8-1-6 神戸国際会館16階
TEL：078-221-1000　FAX：078-221-1013
E-mail maruo2680@sage.ocn.ne.jp
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「ワールドクラス」
ロータリークラブの
会長　幹事の皆様

　2016年、新しい年が始まりました。何歳になっても、

正月はうれしいものです。皆様はどう過ごされたでし

ょうか。

　昨年は73クラブの公式訪問を無事に終了することが

できました。どのクラブを訪問しても、温かく迎えて

いただいたことに、お礼申し上げます。ロータリー年

度は、あと半年あります。やるべきことは、たくさんあ

ります。

　１月は職業奉仕月間です。

　職業奉仕とは、一言で言えば倫理的に利益を追求す

ることであります。

　私は企業経営者ですので、経営者にとって最も大切

なものは企業利益の追求であり、企業の継続性（後継

者を含む）であります。

　それらを保つためには、高い倫理基準、高潔性、理念

（理想）が必要であります。今いろんな業界で、データ

の改ざんや手抜きのことがニュースになっていますが、

企業の継続どころか存続すら危うくします。

　私はロータリー入会から１年くらい、職業奉仕とは、

一生懸命仕事をして、多くの利益を出し、多くの税を納

めることこそが、職業奉仕だと勘違いをしていました。

　これは職業奉仕ではなく、社会奉仕か社会貢献であ

り、ほとんどの人々も一生懸命仕事をしているわけで

すから、大変な間違いであり、今は反省しています。

　

　ロータリーの中核にある考え方に次の言葉があります。

「ロータリーとは、人類文化史が20世紀の時代に刻印

を打った職業人の最も優れた倫理運動である。」

　1915年サンフランシスコ国際大会で採択された、全

分野の職業人に対するロータリー倫理訓を掲載します。

第１．自らの職業は、価値あるもので、社会に奉仕す

る機会が自分に与えられているものと考える。

第２．自らの効率を高め、奉仕を拡大することによっ

て、自らが信ずるロータリーの基本原則である

「最も良く奉仕する者、最も多く報われる」を実

証し、自らを改善する。

第３．自分が職業人であり、成功を望んでいるが、先

ず第一に倫理性を持った人間であり、最高の正義

と道徳の上に築かれた成功でなければ、それを望

まないことを自覚する。

第４．自らの商品取引、奉仕、利益に関する考えが、

その商取引に関与する全ての関係者にとって利益

をもたらすことを条件として、公正で倫理的であ

ることを旨とする。

第５．自らが携わる職業の基準を高めるために最大限

の努力を尽くし、同じ職業を持つ者が自分を見習

うことによって、職業を賢明で、利益があり、幸

福につながるものであるように自らの事業処理を

行う。

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　丸　尾　研　一　（神戸西神）
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　川西英画伯の「兵庫百景」は昭和37年1月から毎日曜日の神戸新聞夕刊紙上に多色刷りとして一景ずつ100回連載されました。
　本年度は、この「兵庫百景」より兵庫県を代表する景色を抜粋掲載させていただきたいと思います。なお、MEMOは「兵庫百
景」より引用させていただき、旧呼称は現呼称をカッコ内に付記いたしました。

本年度の表紙

MEMO
　国鉄山陰本線（JR山陰本線）城崎駅下車。古来有名な温泉地。古くは湯島と呼ばれ、七世紀のころから湧出をみたが、八世紀
ごろ道智上人が浴場を設けて、大勢の病人をなおしてから有名になったという。共同浴場の建築様式が桃山式、近代的など、いろ
いろ変わっているのがおもしろい。

❖今月の表紙　城崎温泉

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし
て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の
機会とすること。

　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ
仕事はすべて価値あるものと認識し、
社会に奉仕する機会としてロータリア
ン各自の職業を高潔なものにすること。

　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、
また事業および社会生活において、
日々、奉仕の理念を実践すること。

　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界
的ネットワークを通じて、国際理解、
親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的 ロータリーの行動規範

ロータリアンとして、私は以下のように行動する。

　１）個人として、また事業において、高潔さ
と高い倫理基準をもって行動する。

　２）取引の全てにおいて公正に努め、相手と
その職業に対して尊重の念をもって接
する。　

　３）自分の職業スキルを生かして、若い人び
とを導き、特別なニーズを抱える人びと
を助け、地域社会や世界中の人びとの生
活の質を高める。

　４）ロータリーやほかのロータリアンの評判
を落とすような言動は避ける。　

月 地 区 活 動 予 定

４日(月)
13日(水)
16日(土)
21日(木)
22日(金)
23日(土)

27日(水)
28日(木)
29日(金)

31日(日)

18：00～
16：00～
13：30～
19：00～
15：00～
13：00～
13：30～
17：00～
18：00～
17：00～

13：30～

第２回多様化小委員会
第５回ポリオプラス小委員会
米山奨学委員会但馬グループ出張セミナー
第４回危機管理委員会
第７回世界社会奉仕小委員会
尼崎グループIM
第18回『発達障害理解のための基礎と実践講座』
第７回クラブ奉仕委員会
第３回地区史編纂委員会
第６回規定審議委員会

豊岡ローターアクトクラブ認証状伝達式

ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
和田山ホテル
センタープラザ西館6階4号会議室
ガバナー事務所会議室
都ホテルニューアルカイック
神戸芸術センター
神戸ベイシェラトン＆タワーズ
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
但馬地域地場産業振興センター5F
　　　　　　（豊岡鞄協会ホール）

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所

1

◆　◆　◆　◆　◆　ロータリー文庫　◆　◆　◆　◆　◆
〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル3階

TEL（03）3433－6456・FAX（03）3459－7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後5時　　休館：土日祝日 

地 区 大 会 講 演 か ら
◎「地球上で一番幸せの国、ブータンとは」 ペマ･ギャルポ　2015　14p（D.2530地区大会記念誌）
◎「生き甲斐はどこにあるのか」 養老　孟司　2015　11p（D.2670地区大会記録）
◎「明日を信じて～震災を乗り越えて20年～」 芹田健太郎　2015　 5p（D.2680地区大会記録誌） 
◎「現代に生きる戦国武将の知恵」 松平　定知　2015　 8p（D.2650地区大会記念誌）
◎「ロータリー平和センターとウクライナ平和活動の経験」 アンナ･スラヴィンスカヤ　2015　 3p（D.2680地区大会記録誌）
◎「ロータリーに想う」 千　　玄室　2015　 6p（D.2650地区大会記念誌）
◎「国際ロータリーの現状と私たちロータリー」 黒田　正宏　2015　 6p（D.2680地区大会記録誌）
◎「ロータリーを語ろう」 中村　靖治　2015　 7p（D.2650地区大会記念誌）                      
◎「ロータリーの日常の知識」 三木　　明　2015　 7p（D.2820地区大会記録）

［上記申込先：ロータリー文庫］

文　庫　通　信（339号）

故　土井　平一　氏（神戸東灘）
11月4日　享年83歳

故　東　　康泰　氏（神戸南）
11月25日　享年59歳

故　前中　　勤　氏（三田）
8月11日　享年57歳

訃 報
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　本年度は、この「兵庫百景」より兵庫県を代表する景色を抜粋掲載させていただきたいと思います。なお、MEMOは「兵庫百
景」より引用させていただき、旧呼称は現呼称をカッコ内に付記いたしました。

本年度の表紙

MEMO
　国鉄山陰本線（JR山陰本線）城崎駅下車。古来有名な温泉地。古くは湯島と呼ばれ、七世紀のころから湧出をみたが、八世紀
ごろ道智上人が浴場を設けて、大勢の病人をなおしてから有名になったという。共同浴場の建築様式が桃山式、近代的など、いろ
いろ変わっているのがおもしろい。

❖今月の表紙　城崎温泉

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし
て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の
機会とすること。

　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ
仕事はすべて価値あるものと認識し、
社会に奉仕する機会としてロータリア
ン各自の職業を高潔なものにすること。

　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、
また事業および社会生活において、
日々、奉仕の理念を実践すること。

　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界
的ネットワークを通じて、国際理解、
親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的 ロータリーの行動規範

ロータリアンとして、私は以下のように行動する。

　１）個人として、また事業において、高潔さ
と高い倫理基準をもって行動する。

　２）取引の全てにおいて公正に努め、相手と
その職業に対して尊重の念をもって接
する。　

　３）自分の職業スキルを生かして、若い人び
とを導き、特別なニーズを抱える人びと
を助け、地域社会や世界中の人びとの生
活の質を高める。

　４）ロータリーやほかのロータリアンの評判
を落とすような言動は避ける。　

月 地 区 活 動 予 定
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17：00～

13：30～

第２回多様化小委員会
第５回ポリオプラス小委員会
米山奨学委員会但馬グループ出張セミナー
第４回危機管理委員会
第７回世界社会奉仕小委員会
尼崎グループIM
第18回『発達障害理解のための基礎と実践講座』
第７回クラブ奉仕委員会
第３回地区史編纂委員会
第６回規定審議委員会

豊岡ローターアクトクラブ認証状伝達式

ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
和田山ホテル
センタープラザ西館6階4号会議室
ガバナー事務所会議室
都ホテルニューアルカイック
神戸芸術センター
神戸ベイシェラトン＆タワーズ
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
但馬地域地場産業振興センター5F
　　　　　　（豊岡鞄協会ホール）

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所
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◆　◆　◆　◆　◆　ロータリー文庫　◆　◆　◆　◆　◆
〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル3階

TEL（03）3433－6456・FAX（03）3459－7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後5時　　休館：土日祝日 

地 区 大 会 講 演 か ら
◎「地球上で一番幸せの国、ブータンとは」 ペマ･ギャルポ　2015　14p（D.2530地区大会記念誌）
◎「生き甲斐はどこにあるのか」 養老　孟司　2015　11p（D.2670地区大会記録）
◎「明日を信じて～震災を乗り越えて20年～」 芹田健太郎　2015　 5p（D.2680地区大会記録誌） 
◎「現代に生きる戦国武将の知恵」 松平　定知　2015　 8p（D.2650地区大会記念誌）
◎「ロータリー平和センターとウクライナ平和活動の経験」 アンナ･スラヴィンスカヤ　2015　 3p（D.2680地区大会記録誌）
◎「ロータリーに想う」 千　　玄室　2015　 6p（D.2650地区大会記念誌）
◎「国際ロータリーの現状と私たちロータリー」 黒田　正宏　2015　 6p（D.2680地区大会記録誌）
◎「ロータリーを語ろう」 中村　靖治　2015　 7p（D.2650地区大会記念誌）                      
◎「ロータリーの日常の知識」 三木　　明　2015　 7p（D.2820地区大会記録）

［上記申込先：ロータリー文庫］

文　庫　通　信（339号）

故　土井　平一　氏（神戸東灘）
11月4日　享年83歳

故　東　　康泰　氏（神戸南）
11月25日　享年59歳

故　前中　　勤　氏（三田）
8月11日　享年57歳

訃 報
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A  Talking  Knowledge  of  Rotary

地区研修リーダー　三木　明（姫路）

　1995年１月17日午前５時46分、巨大地震が兵庫県南部を襲った。美しい港町神戸市は、一瞬にして壊滅状態に
陥った。震源地である淡路島北部はもとより、西宮、芦屋、伊丹、宝塚なども想像を絶する大きな被害を受けた。
　6000人を超える人びとの命が奪われ、30万人を超える人びとが被災したのである。
　翌18日には、ハーバート・ブラウンRI会長エレクトから見舞状が届き、20日にはビル・ハントレーRI会長から義
援金が届いた。また、国内外の地区やロータリークラブから義援金や救援物資が続々と送られてきた。
　国際ロータリー第2680地区のロータリアンは、ロータリアンとして何をなすべきか、それぞれの地域で、何がで
きるか、何をすべきか、すぐさま考え始めた。
　当時の計馬忠ガバナーは、地震発生直後からすぐさま復興に向けて動き始めたが、地区大会を始めとする地区会合
はすべて中止せざるを得なくなり、その苦悩はいかばかりであったかと、今でも胸が痛む。また、大混乱が収まって
もいない２月半ばに、ガバナーエレクトの研修を受けるためにアナハイムに赴いた松岡通夫エレクトの使命感に頭
が下がる思いである。
　ロータリアンは、骨身を惜しまず地域の人々のためにお手伝いしよう、応援しよう、と力を結集した。ただ、食糧
はない、寸断された道路での移動は徒歩か自転車、せいぜいバイク。電気や水道、ガスなどのライフラインがマヒし
ている中での活動は、困難を極めるものであった。
　今井鎮雄元RI理事と新野幸次郎神戸大学名誉教授は、「ひょうご創造への提言」をまとめ、地域の人々に対してど
う関わっていくか考えようと提言された。
　緊急的な課題をクリアしたら、２～３か月後から始まるプログラムをどうするか。人々が自立するためにロータ
リーは何ができるか。２～３年後から始まるであろう被災者へのリハビリを兼ねた事業にどう取り組むか。長いスパ
ンで考えなければならない課題が山積していた。
　そんな中で、下宿を失った海外からの留学生が日本に留まって勉学を続けられるように「ロータリーフレンドシッ
プハウス」の建築が始まった。被災した子どもたちが少しでも安心して暮らせるために、子育てに苦労を余儀なくさ
れた家族のために「ロータリー子どもの家」の建築も始まった。
　カナダやスウェーデンの建築専門家が半年にわたって常駐し、日本の建築家と共に建設に力を注いでくれた。そし
て、地区内外のロータリアン、インターアクター、ローターアクター、ライラリアン、青少年交換学生、米山奨学生
など、新世代の若者が大勢集まり、毎日のように汗を流した。
　屋根に上がることができないインターアクターは、落ちた釘や木切れを拾い、少しでも作業が順調に進むよう助け
てくれた。ローターアクターやライラリアンは、手遊びをしながらトラウマを抱える子どもたちの心をほぐしてくれ
た。若い人びとは、誰かのために、自分たちにできる精一杯のことをしてくれたのである。
　ハーバート・ブラウン国際ロータリー会長ご夫妻が、完成した「ロータリー子どもの家」を訪れ、優しい笑顔で子
どもたちを抱き締めたことが印象に残っている。ルイス・ビセンテ・ジアイRI会長、グレン・キンロスRI会長はじ
め、大勢の国際ロータリーのリーダーが「ロータリー子どもの家」を訪れ、ロータリーの素晴らしさを再確認し、
そのことを世界のロータリアンに伝えた。
　「ロータリー子どもの家」は、神戸西ロータリークラブの協力の元、今もその使命を果たし続けている。
　あの大地震では、すべてのロータリアンやロータリーファミリーである若い人たちが、それぞれの立場で大きな働
きをされた。
　自然の力は、自分たちの家族を、友人を、街の人々を、地域を守るために何ができるのか、何を考えるべきか、私
たちに課題を与えてくれた。限られた誌面で多くを語ることは難しいが、私たちは、自然が与えてくれた大きな教訓
を風化させることなく、語り続けなければならない。

Girl Scouting            
in Japan

第６．自らの同業者である競争相手と同じ、あるいは

それ以上の完全な奉仕をするように自らの職業を

実践し、それに疑問が生じた場合には、負債また

は義務の厳密な範囲を超えても、奉仕を追加する

べきである。

第７．専門職または職業人にとって最大の資産は、友

人であり、友情から得られる便宜こそ真に倫理的

かつ適切なものであることを理解する。

第８．真の友人たちは、お互いに何も要求せず、自ら

の利益のために友人同士の信頼を悪用するという

ことは、ロータリー精神とは無縁のものであり、

ロータリーの倫理訓に反することを旨とする。

第９．社会秩序の上で、他者を完全に否定することに

なるであろう機会を不公平に利用して得られる個

人の物質的成功は、正当でも倫理的でもないこと

を考え、成功を得るために道徳的に疑わしいこと

が絡んでいる機会を他の人たちが利用しないよう

に自分も利用しない。

第10．自分が社会の人々に対する以上にロータリーの

同僚に義務を負うものではない。ロータリーの特

質は、競争にあるのではなく、協力にあるからで、

ロータリーのような組織には、地方性は決して

存在せず、ロータリアンたる者は、人権はロータ

リー内に留まるものでなく、人類全体に深く、広

く及ぶものであり、これらの高い目的のために

ロータリーが全ての人々と全ての組織を教育する

ためにロータリーが存在する。

第11．最後に、「己の欲するところ、人にもこれを施

せ」とする黄金律の普遍性を信じ、我々は、この

地球の天然資源が全人類に平等に分かち与えられ

たときに初めて世界が一体になることを断言する。

　ロータリーの目的（綱領）の主文は、

「意義ある事業の基礎として、奉仕の理念（理想）を

奨励し、これを育むことにある。」

とあります。

　何年か前に綱領から目的に、理想から理念に変わり

ましたが、これはやはり理念ではなく、理想であると

考えます。　

　企業理念とか、経営理念とかいいますが、理想はあ

まり使いません。この理想という言葉を、違う言い方

に変えると「志」ですから、やはり「奉仕の理想」が、

しっくりくると思います。

　職業奉仕はロータリーの根幹であり、個々の職業に

於いて「奉仕の理想」を実践することです。

　1974‒75年度RI会長William R. Robbinsはロータリー

クラブの規模の大小や会員数ではない、そのクラブが

如何なる人を育てたかによって、ロータリーの価値は

測られると言っています。

　ロータリーの本流は、個人奉仕を中核とする職業奉

仕です。そのために毎週の例会があり自己研鑽をはか

る、これこそが職業奉仕の出発点です。

　　　

　最後に、1985‒86年度RI会長Edward F. Cadmanの

テーマを載せます。

You are the key　あなたが鍵です
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地球の天然資源が全人類に平等に分かち与えられ

たときに初めて世界が一体になることを断言する。

　ロータリーの目的（綱領）の主文は、

「意義ある事業の基礎として、奉仕の理念（理想）を

奨励し、これを育むことにある。」

とあります。

　何年か前に綱領から目的に、理想から理念に変わり

ましたが、これはやはり理念ではなく、理想であると

考えます。　

　企業理念とか、経営理念とかいいますが、理想はあ

まり使いません。この理想という言葉を、違う言い方

に変えると「志」ですから、やはり「奉仕の理想」が、

しっくりくると思います。

　職業奉仕はロータリーの根幹であり、個々の職業に

於いて「奉仕の理想」を実践することです。

　1974‒75年度RI会長William R. Robbinsはロータリー

クラブの規模の大小や会員数ではない、そのクラブが

如何なる人を育てたかによって、ロータリーの価値は

測られると言っています。

　ロータリーの本流は、個人奉仕を中核とする職業奉

仕です。そのために毎週の例会があり自己研鑽をはか

る、これこそが職業奉仕の出発点です。

　　　

　最後に、1985‒86年度RI会長Edward F. Cadmanの

テーマを載せます。

You are the key　あなたが鍵です



05GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  vol.704 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  vol.7

ガバナー補佐2016年の抱負　　 コーディネーターニュース　

　ロータリーコーディネーターは戦略計画のクラブのサポートと強化を支援。そこでここ３年間の34地区の会員増強を

分析し、私見を述べたいと思います。

各クラブ・地区の努力により2015年10月30日現在、2,036人増の89,469人

　日本のロータリーも2013年度で下げ止まりに成り増加傾向になってきました。３年連続増加地区は６地区あり、逆に

減少しているのは２地区であります。会員増強の地区をみますと、新クラブを創立した地区が上位をしめており、いかに

増強に必要か、理解できます。

　

　そこで新クラブ創立の実例をあげると、2780地区、相模原橋本RCが2014年６月22日にRI加盟認証状伝達式を48名で

挙行されました。相模原市は平成19年に大合併し人口70万人、22年に政令指定都市に移行、古くは軍都であり、おらが

村、意識が強い地域でクラブは10クラブ、ここ橋本は周辺人口10万人で、将来リニア新幹線の駅も出来、都市再生特別

措置法に指定され、相模原市の中心的町になりつつあります。そこに新クラブが誕生しました。

　

　ロータリー研究会が開催され会員増強についての質問に、ラビンドランRI会長は

「日本のクラブは高い会費で昼食をとり例会がおこなわれている。今、ロータリーは、若い会員、女性会員を求めている

のに、現在のクラブにはなかなか入会できない、そこで新クラブをつくることです。Ｅクラブや衛星クラブ等。」

　ロータリーはあくまでもクラブが主役です。クラブの細則を見直して、楽しいクラブを作り、ロータリーの心、親睦と

奉仕活動に邁進して下さい。

RI第２ゾーンロータリーコーディネーター補佐　菅原光志（鎌倉）

コーディネーターニュース1月号

（
尼
崎
北
）

久

　保

　太

　郎

ガバナー補佐
2016年の

抱負

尼
崎
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

“
Try hard to enjoy pure R

otary.”

　
ガ
バ
ナ
ー
方
針
を
念
頭
に
各
ク
ラ
ブ
に
ご
理
解
を

求
め
て
、
例
会
へ
の
出
席
を
第
一
に
友
情
と
親
睦
と

奉
仕
の
心
を
持
っ
て
Ｉ
Ｍ
を
始
め
、
後
半
の
展
開
を

図
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
伊
丹
昆
陽
池
）

臼

　井

　滝

　蔵

阪
神
第
一
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

前
半
は
、
会
長
・
幹
事
・
会
員
に
ご
支
援
頂
き
、
各
ク
ラ
ブ

三
回
の
訪
問
と
ク
ラ
ブ
協
議
会
を
終
え
、
ガ
バ
ナ
ー
へ
報
告

書
も
提
出
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
後
半
は
、
本
年
度
現
役

Ｒ
Ｉ
理
事
を
お
迎
え
し
て
の
Ｉ
Ｍ
の
準
備
・
実
施
に
、
ク
ラ

ブ
会
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
西
　
宮
）

太

　田

　
　
　博

阪
神
第
二
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

阪
神
第
二
グ
ル
ー
プ
内
六
ク
ラ
ブ
の
訪
問
も
各
二
回
終

わ
り
ま
し
た
。
後
半
六
ヶ
月
内
に
各
三
回
の
訪
問
を
予

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
四
月
九
日
の
Ｉ
Ｍ
開
催
に

あ
た
っ
て
は
、
グ
ル
ー
プ
内
全
会
員
が
、
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
柏
　
原
）

黒

　田

　由

　弘

阪
神
第
三
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
と
し
て
、
五
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
各
ク
ラ
ブ
会
長
幹
事
様
は
も
と
よ
り
、
会

員
の
皆
様
の
「
友
情
と
寛
容
」
で
、
温
か
く
お
迎
え

頂
き
ま
し
た
こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度

Ｉ
Ｍ
を
四
月
二
日
（
土
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
ク

ラ
ブ
一
丸
と
な
っ
て
、
鋭
意
準
備
中
で
あ
り
ま
す
。

（
神
戸
南
）

阪

　本

　豊

　起

神
戸
第
一
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

当
グ
ル
ー
プ
内
の
各
ク
ラ
ブ
を
二
回
訪
問
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
ど
の
ク
ラ
ブ
も
温
か
く
迎
え
て
頂
き
、

忌
憚
な
い
お
話
も
た
く
さ
ん
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
愈
々
後
半
に
入
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
ク
ラ

ブ
の
運
営
が
充
実
し
て
実
り
の
多
い
も
の
で
あ
る
よ

う
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

（
神
戸
西
）

瀧

　川

　好

　庸

神
戸
第
二
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
は
各
ク
ラ
ブ
を
複
数
回
訪
問
、
Ｉ
Ｍ
に
も
寄
せ
て
い

た
だ
き
、
い
い
勉
強
を
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
の
二
月
二
十
七
日
は
当
グ
ル
ー
プ
の
Ｉ
Ｍ
で
す
。
エ
ン

ジ
ョ
イ
・
ロ
ー
タ
リ
ー
の
い
い
Ｉ
Ｍ
に
と
、
頑
張
り
ま
す
。

（
明
石
北
）

日

　置

　大

　之

東
播
第
一
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

東
播
第
一
グ
ル
ー
プ
内
の
各
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
訪
問
さ

せ
て
頂
き
そ
れ
そ
れ
特
色
有
る
、
有
意
義
な
ク
ラ
ブ
活

動
を
拝
見
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
年
齢
に
な
っ

て
も
『
井
の
中
の
か
わ
ず
』
的
な
こ
と
を
痛
感
す
る
こ

と
も
有
り
ま
し
た
。
後
半
、
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
と
し
て
、

更
な
るTry

で
大
役
を
全
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
加
古
川
）

長
谷
川

　昌

　美

東
播
第
二
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
上
半
期
、
当
グ
ル
ー
プ
の
各
ク
ラ

ブ
を
訪
問
し
、
色
々
な
お
話
を
聞
き
、
小
生
に
と
っ
て
も
収
穫
の
多

き
半
年
で
し
た
。
二
月
十
三
日
に
は
当
グ
ル
ー
プ
の
Ｉ
Ｍ
が
開
催
さ

れ
ま
す
、
素
晴
ら
し
い
公
開
講
演
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

皆
様
に
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
よ
い
機
会
と
願
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
奮
っ
て
参
加
頂
き
、
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

（
北
　
条
）

小

　谷

　正

　博

東
播
第
三
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

東
播
第
三
グ
ル
ー
プ
の
各
ク
ラ
ブ
へ
訪
問
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
て
、
会
長
・
幹
事
様

を
中
心
に
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
、
ガ
バ
ナ
ー
に

報
告
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
後
半
に
は
、
Ｉ
Ｍ
を

三
月
五
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
引
き
続

き
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
あ
わ
じ
中
央
）

富

　本

　東

　平

淡
路
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

手
作
り
を
心
掛
け
た
Ｉ
Ｍ
も
終
了
し
ま
し
た
。
淡
路
グ

ル
ー
プ
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
後
半
は
、

地
区
大
会
、
２
０
１
６
ソ
ウ
ル
国
際
大
会
と
大
き
な
行

事
が
控
え
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
神
　
崎
）

常

　次

　佳

　丈

西
播
第
一
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

グ
ル
ー
プ
六
Ｒ
Ｃ
の
会
長
・
幹
事
は
じ
め
会
員
皆

様
の
心
に
ロ
ー
タ
リ
ー
の
灯
火
が
輝
き
続
き
、
よ

り
充
実
し
た
ク
ラ
ブ
活
動
が
出
来
ま
す
よ
う
、
祈

念
い
た
し
ま
す
。
『
悔
い
な
く
、
楽
し
く
、E

njoy 
R
otary ! 

』
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の
役
割
を
微
力
な
が

ら
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

（
相
　
生
）

大

　川

　幸

　矩

西
播
第
二
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
に
向
け
て
の
資
料
づ
く
り
に
頭

を
痛
め
た
前
半
で
し
た
が
、
公
式
訪
問
、
Ｉ
Ｍ
も
無

事
終
了
し
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
後
半
は
地
区
大

会
、
国
際
大
会
と
親
睦
を
深
め
る
機
会
が
あ
り
、
親

睦
と
面
識
を
広
め
る
こ
と
に
重
き
を
お
い
て
活
動
し

ロ
ー
タ
リ
ー
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
和
田
山
）

古

　屋

　耕

　三

但
馬
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

昨
年
は
但
馬
地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
の
皆
様
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
度
は
二
六
八
〇

地
区
内
の
Ｉ
Ｍ
に
全
て
出
席
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
目
標
と
し
ま

す
。
六
月
三
十
日
を
迎
え
た
時
、
自
己
採
点
で
百
点
出
せ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
ロ
ー
タ
リ
ー
ラ
イ
フ
を
皆
様

と
共
に
楽
し
ん
で
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

申

第１ゾーン
第２ゾーン
第３ゾーン
計

2012. 7 .1
27,237
27,410
32,159
86,806

増減
　103
▲174
▲181
▲252

2013. 7 .1
27,340
27,236
31,978
86,554

D2750
D2780
D2540
D2770
D2840

３年間で増強上位５地区
248
149
111
109
105

新クラブ７
新クラブ２

D2640
D2620
D2570
D2680
D2660
D2600

３年間で減少６地区 2015. 7～10
▲130
▲ 88
▲ 74
▲ 66
▲ 57
▲ 57

▲43
　76
　11
　45
　90
　56

増減
239
122
96
457

2014. 7 .1
27,579
27,358
32,074
87,011

増減
226
134
62
422

2015. 7 .1
27,805
27,492
32,136
87,433

３年間計
568
　82
▲23
627
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分析し、私見を述べたいと思います。
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村、意識が強い地域でクラブは10クラブ、ここ橋本は周辺人口10万人で、将来リニア新幹線の駅も出来、都市再生特別

措置法に指定され、相模原市の中心的町になりつつあります。そこに新クラブが誕生しました。

　

　ロータリー研究会が開催され会員増強についての質問に、ラビンドランRI会長は
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のに、現在のクラブにはなかなか入会できない、そこで新クラブをつくることです。Ｅクラブや衛星クラブ等。」

　ロータリーはあくまでもクラブが主役です。クラブの細則を見直して、楽しいクラブを作り、ロータリーの心、親睦と

奉仕活動に邁進して下さい。
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し
ま
す
。

（
柏
　
原
）

黒

　田

　由

　弘

阪
神
第
三
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
と
し
て
、
五
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
各
ク
ラ
ブ
会
長
幹
事
様
は
も
と
よ
り
、
会

員
の
皆
様
の
「
友
情
と
寛
容
」
で
、
温
か
く
お
迎
え

頂
き
ま
し
た
こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度

Ｉ
Ｍ
を
四
月
二
日
（
土
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
ク

ラ
ブ
一
丸
と
な
っ
て
、
鋭
意
準
備
中
で
あ
り
ま
す
。

（
神
戸
南
）

阪

　本

　豊

　起

神
戸
第
一
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

当
グ
ル
ー
プ
内
の
各
ク
ラ
ブ
を
二
回
訪
問
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
ど
の
ク
ラ
ブ
も
温
か
く
迎
え
て
頂
き
、

忌
憚
な
い
お
話
も
た
く
さ
ん
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
愈
々
後
半
に
入
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
ク
ラ

ブ
の
運
営
が
充
実
し
て
実
り
の
多
い
も
の
で
あ
る
よ

う
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

（
神
戸
西
）

瀧

　川

　好

　庸

神
戸
第
二
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
は
各
ク
ラ
ブ
を
複
数
回
訪
問
、
Ｉ
Ｍ
に
も
寄
せ
て
い

た
だ
き
、
い
い
勉
強
を
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
の
二
月
二
十
七
日
は
当
グ
ル
ー
プ
の
Ｉ
Ｍ
で
す
。
エ
ン

ジ
ョ
イ
・
ロ
ー
タ
リ
ー
の
い
い
Ｉ
Ｍ
に
と
、
頑
張
り
ま
す
。

（
明
石
北
）

日

　置

　大

　之

東
播
第
一
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

東
播
第
一
グ
ル
ー
プ
内
の
各
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
訪
問
さ

せ
て
頂
き
そ
れ
そ
れ
特
色
有
る
、
有
意
義
な
ク
ラ
ブ
活

動
を
拝
見
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
年
齢
に
な
っ

て
も
『
井
の
中
の
か
わ
ず
』
的
な
こ
と
を
痛
感
す
る
こ

と
も
有
り
ま
し
た
。
後
半
、
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
と
し
て
、

更
な
るTry

で
大
役
を
全
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
加
古
川
）

長
谷
川

　昌

　美

東
播
第
二
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
上
半
期
、
当
グ
ル
ー
プ
の
各
ク
ラ

ブ
を
訪
問
し
、
色
々
な
お
話
を
聞
き
、
小
生
に
と
っ
て
も
収
穫
の
多

き
半
年
で
し
た
。
二
月
十
三
日
に
は
当
グ
ル
ー
プ
の
Ｉ
Ｍ
が
開
催
さ

れ
ま
す
、
素
晴
ら
し
い
公
開
講
演
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

皆
様
に
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
よ
い
機
会
と
願
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
奮
っ
て
参
加
頂
き
、
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

（
北
　
条
）

小

　谷

　正

　博

東
播
第
三
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

東
播
第
三
グ
ル
ー
プ
の
各
ク
ラ
ブ
へ
訪
問
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
て
、
会
長
・
幹
事
様

を
中
心
に
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
、
ガ
バ
ナ
ー
に

報
告
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
後
半
に
は
、
Ｉ
Ｍ
を

三
月
五
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
引
き
続

き
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
あ
わ
じ
中
央
）

富

　本

　東

　平

淡
路
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

手
作
り
を
心
掛
け
た
Ｉ
Ｍ
も
終
了
し
ま
し
た
。
淡
路
グ

ル
ー
プ
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
後
半
は
、

地
区
大
会
、
２
０
１
６
ソ
ウ
ル
国
際
大
会
と
大
き
な
行

事
が
控
え
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
神
　
崎
）

常

　次

　佳

　丈

西
播
第
一
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

グ
ル
ー
プ
六
Ｒ
Ｃ
の
会
長
・
幹
事
は
じ
め
会
員
皆

様
の
心
に
ロ
ー
タ
リ
ー
の
灯
火
が
輝
き
続
き
、
よ

り
充
実
し
た
ク
ラ
ブ
活
動
が
出
来
ま
す
よ
う
、
祈

念
い
た
し
ま
す
。
『
悔
い
な
く
、
楽
し
く
、E

njoy 
R
otary ! 

』
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の
役
割
を
微
力
な
が

ら
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

（
相
　
生
）

大

　川

　幸

　矩

西
播
第
二
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
に
向
け
て
の
資
料
づ
く
り
に
頭

を
痛
め
た
前
半
で
し
た
が
、
公
式
訪
問
、
Ｉ
Ｍ
も
無

事
終
了
し
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
後
半
は
地
区
大

会
、
国
際
大
会
と
親
睦
を
深
め
る
機
会
が
あ
り
、
親

睦
と
面
識
を
広
め
る
こ
と
に
重
き
を
お
い
て
活
動
し

ロ
ー
タ
リ
ー
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
和
田
山
）

古

　屋

　耕

　三

但
馬
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

昨
年
は
但
馬
地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
の
皆
様
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
度
は
二
六
八
〇

地
区
内
の
Ｉ
Ｍ
に
全
て
出
席
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
目
標
と
し
ま

す
。
六
月
三
十
日
を
迎
え
た
時
、
自
己
採
点
で
百
点
出
せ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
ロ
ー
タ
リ
ー
ラ
イ
フ
を
皆
様

と
共
に
楽
し
ん
で
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

申

第１ゾーン
第２ゾーン
第３ゾーン
計

2012. 7 .1
27,237
27,410
32,159
86,806

増減
　103
▲174
▲181
▲252

2013. 7 .1
27,340
27,236
31,978
86,554

D2750
D2780
D2540
D2770
D2840

３年間で増強上位５地区
248
149
111
109
105

新クラブ７
新クラブ２

D2640
D2620
D2570
D2680
D2660
D2600

３年間で減少６地区 2015. 7～10
▲130
▲ 88
▲ 74
▲ 66
▲ 57
▲ 57

▲43
　76
　11
　45
　90
　56

増減
239
122
96
457

2014. 7 .1
27,579
27,358
32,074
87,011

増減
226
134
62
422

2015. 7 .1
27,805
27,492
32,136
87,433

３年間計
568
　82
▲23
627



姫路西ロータリークラブ

◆9月16日（水）

神戸東灘ロータリークラブ

◆9月28日（月）

豊岡円山川ロータリークラブ

◆9月29日（火）

神戸垂水ロータリークラブ

◆9月17日（木）

川西ロータリークラブ

◆9月18日（金）

津名ロータリークラブ

◆9月30日（水）

神戸有馬ロータリークラブ

◆10月1日（木）

姫路東ロータリークラブ

◆10月5日（月）

明石北ロータリークラブ

◆10月6日（火）

柏原ロータリークラブ

◆10月2日（金）

伊丹有明ロータリークラブ

◆10月3日（土）

尼崎東ロータリークラブ

◆10月7日（水）

　姫路西RCは1969年５月に創立。会員は女性会員２名を含め74名。「充実した例会にしよう」が今
年のテーマです。丸尾ガバナーがご講話の中で「例会があるから出席義務があるのではない。皆
がロータリーをやりたいから、集まりたいから例会日を設定しているのだ。」と話されたように、懸
命に仕事に打ち込み、週に一度、皆と顔を合わせ言葉を交わすことを楽しみ、事業にも親睦にも会員
全員の意思と情熱が表れるよう決意新たにロータリー活動に邁進してまいりたいと思っております。

ガバナーより、姉妹提携クラブの台湾基隆東RCとの継続的交流を始めと
する活動の評価、ローターアクトクラブを持つ事への提案、その為に
RYLAに力を入れてはという指摘があった。RI会長の略歴及び指針の説明、
ポリオ撲滅の現況報告と募金活動を中心とする取組の提案等があった。

会長幹事懇談会では、当クラブの現状に関してご質問をいただいた後、多くの貴重
なご提言をいただき、会長、幹事を含め比較的年齢の若い理事が多いこともあり、
今後のクラブ運営に大いに参考となりました。また、卓話では丸尾ガバナーの貴重
なお話しと温かいお人柄に触れ、たいへん印象深い懇談会、例会となりました。

ガバナー公式訪問、ご意見・ご指導有難うございました。淡路島の北の玄関口に
ある津名RCです。当クラブでは「地域と密着、故郷づくり」をテーマとしてかか
げ、故郷奉仕をしています。丸尾ガバナーの卓話の中の、「RCへの入会が人生の
ターニングポイントであった」というお言葉に大変共感致しました。先輩方から、
教えて頂いたことを今後の活動によりいっそう生かしていきたいと思います。

９月18日丸尾ガバナー公式訪問がありました。会長・幹事懇談
会では今田代表幹事を交えて有意義な意見交換をすることが出
来ました。ポリオ撲滅へ向けての最終的な支援、例会の意義、
SAAの権限など示唆に富んだ具体的なご教示を戴きました。

新年度より例会会場も新会場となり、ガバナーから「綺麗な所です
ね」とお褒めの言葉を頂きました。本年度会長の指針「会員増強」
に取組み、増強プロジェクトを立ち上げ10月までに４名の新会員を
迎えました。年度末までに10名増強を成就したいと思います。

示唆に富んだ懇談の後、卓話では、「例会出席が何故大事なのか」「良
心が財産、理想＝志が高いほど見識が広まる」「職業分類をしっかりし
ないとロータリーは危機に陥る」「奉仕は自分と相手を同等に見る」等
丸尾ガバナーの厳しく、温かみのあるお人柄に触れた公式訪問でした。

会員数10名と少数クラブではありますが、少数だからこそのよさもあり、
つねに親睦優先にみな仲良く交流しています。毎月第一木曜日はゴルフ
同好会も毎月欠かさず楽しく実施しています。また第四木曜日は第二例
会と称してノミニケーションを毎月実施し盛り上がっています。

懇話会では米山奨学や財団活動について熱く語られ、また新クラブ創設
の話題で盛り上がり、和やかな雰囲気のなかにも厳しいご意見をいただ
きました。例会ではロータリーがご自身に与えた影響や意義、続いてポ
リオ撲滅活動の現況説明、協力要請と有意義な例会となりました。

丸尾ガバナーには人間味溢れる語り口調でロータリーに対する熱き思いを語って
いただきました。当クラブの会員も話に引き込まれあっという間の30分でした。
ありがとうございました。事前の懇談会では、ソウル国際大会への参加、ポール
ハリスソサエティへの登録、ライラへの参加等いろいろご指導いただきました。

ガバナーとの懇談会は、終始和やかな雰囲気で行われました。スローガン「温故知新！
ミックスアップしたクラブへ」について私がかき混ぜ棒になって、クラブをミックス
アップしますとの話に「何でもやりたい放題やって下さい」との言葉に勇気づけられま
した。来年５月21日の創立40周年記念式典には是非来て頂けるようにお願いしました。

ガバナー公式訪問では、当クラブが実施した「ミャンマー学校建設プロジェクト」に深
く共感を頂き有り難うございました。また本年度RI会長テーマ「Be a gift to the world」
や例会の大切さについて深くご指導頂き、丸尾ガバナーの篤い思いが届いた貴重な例会
となりました。お体を御自愛され重責を全うされますよう祈念いたしております。
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姫路西ロータリークラブ

◆9月16日（水）

神戸東灘ロータリークラブ

◆9月28日（月）

豊岡円山川ロータリークラブ

◆9月29日（火）

神戸垂水ロータリークラブ

◆9月17日（木）

川西ロータリークラブ

◆9月18日（金）

津名ロータリークラブ

◆9月30日（水）

神戸有馬ロータリークラブ

◆10月1日（木）

姫路東ロータリークラブ

◆10月5日（月）

明石北ロータリークラブ

◆10月6日（火）

柏原ロータリークラブ

◆10月2日（金）

伊丹有明ロータリークラブ

◆10月3日（土）

尼崎東ロータリークラブ

◆10月7日（水）

　姫路西RCは1969年５月に創立。会員は女性会員２名を含め74名。「充実した例会にしよう」が今
年のテーマです。丸尾ガバナーがご講話の中で「例会があるから出席義務があるのではない。皆
がロータリーをやりたいから、集まりたいから例会日を設定しているのだ。」と話されたように、懸
命に仕事に打ち込み、週に一度、皆と顔を合わせ言葉を交わすことを楽しみ、事業にも親睦にも会員
全員の意思と情熱が表れるよう決意新たにロータリー活動に邁進してまいりたいと思っております。

ガバナーより、姉妹提携クラブの台湾基隆東RCとの継続的交流を始めと
する活動の評価、ローターアクトクラブを持つ事への提案、その為に
RYLAに力を入れてはという指摘があった。RI会長の略歴及び指針の説明、
ポリオ撲滅の現況報告と募金活動を中心とする取組の提案等があった。

会長幹事懇談会では、当クラブの現状に関してご質問をいただいた後、多くの貴重
なご提言をいただき、会長、幹事を含め比較的年齢の若い理事が多いこともあり、
今後のクラブ運営に大いに参考となりました。また、卓話では丸尾ガバナーの貴重
なお話しと温かいお人柄に触れ、たいへん印象深い懇談会、例会となりました。

ガバナー公式訪問、ご意見・ご指導有難うございました。淡路島の北の玄関口に
ある津名RCです。当クラブでは「地域と密着、故郷づくり」をテーマとしてかか
げ、故郷奉仕をしています。丸尾ガバナーの卓話の中の、「RCへの入会が人生の
ターニングポイントであった」というお言葉に大変共感致しました。先輩方から、
教えて頂いたことを今後の活動によりいっそう生かしていきたいと思います。

９月18日丸尾ガバナー公式訪問がありました。会長・幹事懇談
会では今田代表幹事を交えて有意義な意見交換をすることが出
来ました。ポリオ撲滅へ向けての最終的な支援、例会の意義、
SAAの権限など示唆に富んだ具体的なご教示を戴きました。

新年度より例会会場も新会場となり、ガバナーから「綺麗な所です
ね」とお褒めの言葉を頂きました。本年度会長の指針「会員増強」
に取組み、増強プロジェクトを立ち上げ10月までに４名の新会員を
迎えました。年度末までに10名増強を成就したいと思います。

示唆に富んだ懇談の後、卓話では、「例会出席が何故大事なのか」「良
心が財産、理想＝志が高いほど見識が広まる」「職業分類をしっかりし
ないとロータリーは危機に陥る」「奉仕は自分と相手を同等に見る」等
丸尾ガバナーの厳しく、温かみのあるお人柄に触れた公式訪問でした。

会員数10名と少数クラブではありますが、少数だからこそのよさもあり、
つねに親睦優先にみな仲良く交流しています。毎月第一木曜日はゴルフ
同好会も毎月欠かさず楽しく実施しています。また第四木曜日は第二例
会と称してノミニケーションを毎月実施し盛り上がっています。

懇話会では米山奨学や財団活動について熱く語られ、また新クラブ創設
の話題で盛り上がり、和やかな雰囲気のなかにも厳しいご意見をいただ
きました。例会ではロータリーがご自身に与えた影響や意義、続いてポ
リオ撲滅活動の現況説明、協力要請と有意義な例会となりました。
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地区行事報告

　37組、138名の参加者を迎え、国際ロータリー第
2680地区ポリオ撲滅チャリティーゴルフコンペが名
門小野ゴルフ倶楽部にて盛大に開催されました。
　天気が心配されましたが、一日中晴天で絶好のゴ
ルフ日和となりました。
　スコアの良かった方、悪かった方、いろいろあっ
たかと思いますが、ゴルフを楽しまれ、友情を深め
たことと思います。
　表彰式では素晴らしい料理を出していただき、小
野加東RCの宮岡氏の司会で、小西ポリオプラス小委
員長の開会の辞、丸尾ガバナーの挨拶、当地区の小

◆ポリオ撲滅チャリティーゴルフコンペ

ポリオプラス小委員会委員長　小西　龍機　（小野加東）

11月16日（月）◆小野ゴルフ倶楽部

谷ガバナー補佐の乾杯で、始まりました。
　そして飛び賞の個人賞、１～３位までの団体賞を
順次発表し、表彰式は盛り上がりました。
　最後に、今回のチャリティー総額（827,898円）を
三木ロータリー財団委員長に贈呈し、三木委員長か
らお礼の言葉をいただき、閉会となりました。
　この度の、ポリオ撲滅チャリティーゴルフコンペ
には地区内から多数のご参加をいただき、成功裏に
終えましたことを感謝申し上げます。

文責：ポリオプラス小委員会委員　仲田　五郎（北条）

　柳学園高等学校インターアクトクラブをホストク
ラブに、洲本RCをスポンサークラブとして、参加16
校のインターアクター73名および顧問20名、ロータ
リアン24名、ロータアクター２名で、午前11時より
開会された。
　開会式のガバナー挨拶の中で『リーダーとは何
か？』について考える動機付けを持った後、年次大
会で未発表の１校の活動発表が行われた。

◆インターアクト次期リーダー講習会

インターアクト小委員会委員長　三木　健義　（姫路）

11月23日（月・祝）◆柳学園高等学校

　昼食後、『セーブネイチャー～自然と共に～』の
テーマに沿って、兵庫県淡路県民局県民交流室の皆
様のご指導のもと、廃油と竹を用いたローソクの製
作を全員で行い、地球環境の現状や淡路における放
置竹林の現状、あわじ竹林資源化プロジェクトの講
演を聴き、環境保護に対する理解を深めた。
　講習会を通して次期のリーダーとしての自覚を深
める機会となった。並行して顧問会も開催された。

　スポーツの秋、健康と会員の交流のために、神戸
女子大学ローターアクトクラブがホストを務め、ソ
フトバレー大会が開催されました。
　ロータリアン・ローターアクトはもちろん、滝川
第二中学校インターアクトクラブ、RYLA受講生、
青少年交換学友、台湾からの交換生と、多くのロー

◆ローターアクト・スポーツ大会

地区ローターアクト代表　花岡意佐夫
11月22日（日）◆神戸女子大学須磨キャンパス

タリーファミリーに参加して頂きました。
　大きな歓声と笑顔が溢れる時間となり、とても良
い交流になりました。ここで繋がったご縁が、また
ロータリーの可能性を広げるものと強く感じました。
　神戸女子大学ローターアクトクラブの皆様ありが
とうございました。
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地区委員会報告　

第３回戦略計画委員会

　丸尾ガバナー、安平委員長はじめ13名の出席のもと、委員会が開催された。
 今回の委員会で、グループの再編についてコンセンサスを得る予定であったが、再編案について様々な
意見が出て、意見の一致には至らなかった。意見の中では、地区全体で再編を行う考え方と一部のグ
ループについて再編を行う考え方に分かれた。次回の委員会までに安平委員長が再編案を提示し、それ
をもとに再度検討することとなった。

戦略計画委員会副委員長　矢野　宗司（加古川中央）

10月8日（木）◆ガバナー事務所会議室

第２回危機管理委員会

　標記委員会は丸尾研一ガバナー、室津定義ガバナーエレクト、瀧川
好庸ガバナーノミニー、三木明RIJYEC理事外19名の出席を得て開催
されました。
　始めに黒田委員長から11月18日に大阪で開催された第２回RIJYEC
多地区合同委員会の報告があり、次いで本年度初めて開催予定の危機
管理セミナーの次第、特に危機管理対象となる事例紹介の方法を中心
として協議がなされました。危機管理に関する事例は多岐に亘る為今
回は特に重要と思われる件について数名の委員がピックアップするこ
ととし、その他時間割の概要等を協議して詳細は次回に決定すること
としました。本年度の宿題である小委員会単位の危機管理体制の確立、
青少年交換MOUについては継続課題として次回以降に検討すること
としております。

危機管理委員会委員長　黒田　建一（西宮夙川）

11月25日（水）◆センタープラザ西館6階4号室

第１回多様化小委員会

　第１回多様化小委員会が、丸尾ガバナー、瀧川ガバナーノミニー、三木研修委員長を含め10名の出席
者で姫路にて行われた。ロータリー紹介リーフレットについて、原稿案・関係書類を委員会で協議後、
一部改訂して作製することが承認され、その配付先、配付方法を検討した。なお、地区大会での開催予
定の多様化委員会担当セミナーについて、パネルディスカッション方式で行うことが提案され、参加者、
人数、必要機材等の協議がなされた。また、今後、青少年奉仕活動事業への参画、多様性についての勉
強会、クラブ例会訪問に取り組んでいくこととなった。

多様化小委員会委員長　梅原可奈子（西宮夙川）

11月27日（金）◆イーグレひめじ　第3会議室

　米山奨学生に日本を知ってもらいたい、という思
いから淡路島にバスで研修旅行に出かけました。こ
の日は傘を手放せない一日でした。これには強烈な
雨女、雨男の参加があったことを申し添えておきま
す。三宮に７時45分の集合でしたが誰ひとりの遅刻
もなく、気持ちの良いスタートとなりました。
　国生み、神生みの神話で有名な伊弉諾神宮でのご
祈祷と、神主さんから神社の説明と日本人と神様と
の関わりの興味深いお話をしていただきました。外

◆米山日本文化セミナー

米山奨学委員会委員長　林　　浩嗣　（神戸須磨）

11月8日（日）◆淡路島

国から日本に留学している奨学生たちにとって新鮮
な講話となりました。また幸運な事に８日は立冬で
したので、境内で行われたお湯かけの神事を拝見す
ることができました。
　鳴門公園では渦潮の道を散策。海上45mのガラス
床と渦潮にビックリ。500年の歴史を誇る国指定重
要無形民俗文化財に指定されている淡路人形浄瑠璃
を見学してきました。

　午前中、小沢一彦理事長から開会挨拶の次に、岩
邉俊久事務局長はロータリー米山記念奨学事業につ
いて説明されました。学務担当の桒原さんにより学
友会について（目的・補助金・報告の義務など）の
説明があり、台湾・中国・モンゴル・タイ・韓国か
らの海外学友会の活動報告を受講しました。

　午後に、学友会の課題・解決策・今後学友会が出
来ることをテーマに、国内学友会は３つのグループ
に分かれ（各12名）、グループディスカッションを
行いました。参考になった意見、多かった意見をま

◆公益財団法人ロータリー米山記念奨学会全国学友会会長セミナー

米山奨学生学友会（兵庫）会長　セ　　連波
11月7日（土）◆東京プリンスホテル

とめて各グループの代表者が発表（各５分）され、
感想、これから自分達が出来ること等を議論されま
した。

　兵庫学友会は学友の在住者の多い地域のAグルー
プに分けられ、隣接する和歌山／大阪学友会、関西
（大阪北部）学友会と同じグループでした。新米会
長なので、勉強になりました。これからの学友会活
動について、Aグループの各学友会と意見交換をし、
連絡のためメールアドレスを交換しました。

会場周辺 Aグループメンバー

◆お知らせ
　HYOGOロータリーEクラブのメールアドレスが変更になりました。
　メールアドレス　office@eclub.hyogo.jp

◆お詫びと訂正    
　10月出席報告で、篠山ロータリークラブの平均出席率は98.24％と掲載しましたが、正しくは100.00％
です。    

バ ナ ー 事 務 所 か ら の お 知 ら せガ
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米山奨学生学友会（兵庫）会長　セ　　連波
11月7日（土）◆東京プリンスホテル

とめて各グループの代表者が発表（各５分）され、
感想、これから自分達が出来ること等を議論されま
した。
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バ ナ ー 事 務 所 か ら の お 知 ら せガ



ご入会おめでとうございます（敬称略・クラブ順）　

不動産賃貸
11/9入会

水谷　旨智
ホテル
11/16入会

松井　 良文
管工事業
11/4入会

三枝　丈次

尼　崎　西

内国為替銀行
8/4入会

大浦　公一

北　　　条 高 砂 青 松

電話事業
9/1入会

田中　拓路
電気事業
9/1入会

植竹　明人
税理士
11/1入会

三木　泰典

豊岡円山川神 戸 須 磨

12 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  vol.7

淡 路 三 原 豊　　　岡

建築
7/7入会

赤鹿　竜夫

宝　　　塚

ご協力に感謝します（敬称略・クラブ順）

尼　　　崎

ポール・ハリス・ソサエティー

（尼崎東）

履物販売
7/7入会

日下部　聡

米山功労者メジャードナー（10回）

（川西）
池永　　済

米山功労者（8回）米山功労者（8回）

（川西）

米山功労者（4回）

（明石南）
山根　金造木下　　成

（津名）
吉村　秀樹｠

（川西）
薮内　　勝

（神戸六甲）
山本　秀憲

（加古川中央）
津田　信行

米山功労者メジャードナー（16回）

（神戸六甲）

米山功労者（2回）

（神戸六甲）
坂部　典生久保田梅継

米山功労者（2回）

（加古川中央）
大庫　俊介

米山功労者（6回）

（神戸六甲）
東　　國隆

米山功労者（8回）

（神戸六甲）
林　　同福

米山功労者（1回）米山功労者（5回）

（加古川中央）
矢野　宗司

米山功労者（1回）

小坂　圭一

旅行業
6/9入会

中川　　渉

甲　子　園

神 戸 東 灘宝塚武庫川 姫　　　路

全国放送
8/4入会

難波　保廣
電気工事業
8/4入会

星島　延男

米山功労者（5回）

（川西）
野原　滋樹

（加古川中央）
三村　浩之

米山功労者（1回）

（加古川中央）
前川　忠範

米山功労者（1回）

（加古川中央）
大村　　直

米山功労者（1回）

明　石　北

米山功労者（2回）米山功労者メジャードナー（11回）

ポールハリス・フェロー

姫　　　路

マルチプル・ポールハリス・フェロー

米山功労者（7回）

米山功労者（4回）

（加古川中央）
多木　有一

（明石南）
山根　金造

米山功労者（1回）米山功労者（5回）

（神戸六甲）
藤井　佳朗

（加古川中央）
松田　文一

（川西）
北川　博崇

米山功労者（1回）

（川西）
三宅　圭一

米山功労者（1回）

（川西）
中村　信行

米山功労者（2回）米山功労者（3回）

米山功労者（3回）

米山功労者（1回）

13GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  vol.7

ガバナーズレター……………………………………………………
A Talking Knowledge of Rotary………………………………
ガバナー補佐2016年の抱負………………………………………
コーディネーターニュース1月号…………………………………
公式訪問だより………………………………………………………
地区行事報告…………………………………………………………
地区委員会報告………………………………………………………
ガバナー事務所からのお知らせ……………………………………
ご入会おめでとうございます………………………………………
ご協力に感謝します…………………………………………………
1月地区活動予定………………………………………………………
文庫通信（339号）…………………………………………………
訃報……………………………………………………………………
出席報告

1
3
4
5
6
8
11
11
12
12
13
13
13

CONTENTS

　川西英画伯の「兵庫百景」は昭和37年1月から毎日曜日の神戸新聞夕刊紙上に多色刷りとして一景ずつ100回連載されました。
　本年度は、この「兵庫百景」より兵庫県を代表する景色を抜粋掲載させていただきたいと思います。なお、MEMOは「兵庫百
景」より引用させていただき、旧呼称は現呼称をカッコ内に付記いたしました。

本年度の表紙

MEMO
　国鉄山陰本線（JR山陰本線）城崎駅下車。古来有名な温泉地。古くは湯島と呼ばれ、七世紀のころから湧出をみたが、八世紀
ごろ道智上人が浴場を設けて、大勢の病人をなおしてから有名になったという。共同浴場の建築様式が桃山式、近代的など、いろ
いろ変わっているのがおもしろい。

❖今月の表紙　城崎温泉

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし
て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の
機会とすること。

　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ
仕事はすべて価値あるものと認識し、
社会に奉仕する機会としてロータリア
ン各自の職業を高潔なものにすること。

　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、
また事業および社会生活において、
日々、奉仕の理念を実践すること。

　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界
的ネットワークを通じて、国際理解、
親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的 ロータリーの行動規範

ロータリアンとして、私は以下のように行動する。

　１）個人として、また事業において、高潔さ
と高い倫理基準をもって行動する。

　２）取引の全てにおいて公正に努め、相手と
その職業に対して尊重の念をもって接
する。　

　３）自分の職業スキルを生かして、若い人び
とを導き、特別なニーズを抱える人びと
を助け、地域社会や世界中の人びとの生
活の質を高める。

　４）ロータリーやほかのロータリアンの評判
を落とすような言動は避ける。　

月 地 区 活 動 予 定

４日(月)
13日(水)
16日(土)
21日(木)
22日(金)
23日(土)

27日(水)
28日(木)
29日(金)

31日(日)

18：00～
16：00～
13：30～
19：00～
15：00～
13：00～
13：30～
17：00～
18：00～
17：00～

13：30～

第２回多様化小委員会
第５回ポリオプラス小委員会
米山奨学委員会但馬グループ出張セミナー
第４回危機管理委員会
第７回世界社会奉仕小委員会
尼崎グループIM
第18回『発達障害理解のための基礎と実践講座』
第７回クラブ奉仕委員会
第３回地区史編纂委員会
第６回規定審議委員会

豊岡ローターアクトクラブ認証状伝達式

ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
和田山ホテル
センタープラザ西館6階4号会議室
ガバナー事務所会議室
都ホテルニューアルカイック
神戸芸術センター
神戸ベイシェラトン＆タワーズ
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
但馬地域地場産業振興センター5F
　　　　　　（豊岡鞄協会ホール）

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所

1

◆　◆　◆　◆　◆　ロータリー文庫　◆　◆　◆　◆　◆
〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル3階

TEL（03）3433－6456・FAX（03）3459－7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後5時　　休館：土日祝日 

地 区 大 会 講 演 か ら
◎「地球上で一番幸せの国、ブータンとは」 ペマ･ギャルポ　2015　14p（D.2530地区大会記念誌）
◎「生き甲斐はどこにあるのか」 養老　孟司　2015　11p（D.2670地区大会記録）
◎「明日を信じて～震災を乗り越えて20年～」 芹田健太郎　2015　 5p（D.2680地区大会記録誌） 
◎「現代に生きる戦国武将の知恵」 松平　定知　2015　 8p（D.2650地区大会記念誌）
◎「ロータリー平和センターとウクライナ平和活動の経験」 アンナ･スラヴィンスカヤ　2015　 3p（D.2680地区大会記録誌）
◎「ロータリーに想う」 千　　玄室　2015　 6p（D.2650地区大会記念誌）
◎「国際ロータリーの現状と私たちロータリー」 黒田　正宏　2015　 6p（D.2680地区大会記録誌）
◎「ロータリーを語ろう」 中村　靖治　2015　 7p（D.2650地区大会記念誌）                      
◎「ロータリーの日常の知識」 三木　　明　2015　 7p（D.2820地区大会記録）

［上記申込先：ロータリー文庫］

文　庫　通　信（339号）

故　土井　平一　氏（神戸東灘）
11月4日　享年83歳

故　東　　康泰　氏（神戸南）
11月25日　享年59歳

故　前中　　勤　氏（三田）
8月11日　享年57歳

訃 報
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地 区 大 会 講 演 か ら
◎「地球上で一番幸せの国、ブータンとは」 ペマ･ギャルポ　2015　14p（D.2530地区大会記念誌）
◎「生き甲斐はどこにあるのか」 養老　孟司　2015　11p（D.2670地区大会記録）
◎「明日を信じて～震災を乗り越えて20年～」 芹田健太郎　2015　 5p（D.2680地区大会記録誌） 
◎「現代に生きる戦国武将の知恵」 松平　定知　2015　 8p（D.2650地区大会記念誌）
◎「ロータリー平和センターとウクライナ平和活動の経験」 アンナ･スラヴィンスカヤ　2015　 3p（D.2680地区大会記録誌）
◎「ロータリーに想う」 千　　玄室　2015　 6p（D.2650地区大会記念誌）
◎「国際ロータリーの現状と私たちロータリー」 黒田　正宏　2015　 6p（D.2680地区大会記録誌）
◎「ロータリーを語ろう」 中村　靖治　2015　 7p（D.2650地区大会記念誌）                      
◎「ロータリーの日常の知識」 三木　　明　2015　 7p（D.2820地区大会記録）

［上記申込先：ロータリー文庫］

文　庫　通　信（339号）

故　土井　平一　氏（神戸東灘）
11月4日　享年83歳

故　東　　康泰　氏（神戸南）
11月25日　享年59歳

故　前中　　勤　氏（三田）
8月11日　享年57歳

訃 報



クラブ名 2015年
7月1日

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中

　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神 戸 有 馬
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神戸ハーバー
神 戸 西 神
神　戸　中
　小　計

例会数

4
4
4
3
4
4

4
3
4
3
4

3
4
4
4
4
4

3
3
4
4
4
4
4
4

4
3
4
4
4
3
3

4
4
4
4
4
4
3

当月末 増減
平均出席率
％

81.76
93.65
97.42
94.59
86.88
80.43
89.12
84.65
96.91
90.10
90.17
94.16
91.20
100.00
84.76
93.44
94.92
84.12
84.00
90.21
92.75
89.74
100.00
88.44
90.70
100.00
87.17
100.00
93.60
85.15
82.28
93.10
100.00
87.54
80.00
81.60
87.10
91.78
94.63
81.43
95.23
97.20
94.70
91.60
92.37

阪
神
第
二
　
　
６

阪
神
第
三
　
　
　
８

神
戸
第
一
　
　
　
７

神
戸
第
二
　
　
　
７

明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計
　73RC

東
播
第
一
　
４

東
播
第
二
　
　
５

東
播
第
三
　
　
５

淡
　
　
　
路
　
　
５

西
播
第
一
　
　
６

但
　
　
　
　
馬
　
　
５

西
播
第
二
　
４

クラブ名 2015年
7月1日

会 員 数

例会数

4
4
3
4

4
3
4
4
4

4
4
3
5
4

3
4
4
4
5

3
4
4
3
4
4

4
4
4
4

4
3
3
3
4

当月末 増減 女性
平均出席率
％

79.08
100.00
97.61
90.53
73.44
97.32
86.51
83.45
99.36
88.42
91.01
98.42
97.50
98.00
93.79
96.51
96.84
90.74
95.19
98.75
91.03
100.00
95.14
88.67
96.37
80.09
100.00
87.10
100.00
92.04
92.91
100.00
96.03
100.00
97.24
96.35
88.89
94.00
92.07
87.50
91.76
92.62

34
40
43
37
33
23
210
42
34
28
23
18
145
54
48
40
41
28
25
236
22
21
46
49
33
7
33
21
232
155
109
32
10
82
15
22
425
56
34
29
31
12
36
40
238

37
42
45
38
35
23
220
44
34
28
23
18
147
54
51
42
40
28
25
240
23
20
46
48
34
7
33
23
234
157
109
31
9
80
15
22
423
57
35
28
31
12
39
40
242

3
2
2
1
2
0
10
2
0
0
0
0
2
0
3
2
-1
0
0
4
1
-1
0
-1
1
0
0
2
2
2
0
-1
-1
-2
0
0
-2
1
1
-1
0
0
3
0
4

◆クラブ数………………………………　 73RC
◆2015年7月1日　クラブ会員数……2,833人
◆2015年11月末　クラブ会員数……2,882人

◆2015年11月末女性会員数……………　106人
◆2015年11月平均出席率………………92.62％
◆増　減………………………………………　49人増

国際ロータリー第2680地区　2015年11月出席報告

尼
　
　
　
　
崎 

　
　
６

阪
神
第
一
　
　
５

合計

49
41
44
24
158
42
75
55
45
14
231
55
39
37
45
33
209
36
26
19
36
18
135
83
81
73
75
31
5

348
41
39
49
24
153
34
21
18
18
22
113

2,833

48
41
46
24
159
41
75
55
46
15
232
55
42
39
45
33
214
38
26
21
37
20
142
90
80
74
75
31
5

355
40
42
52
24
158
35
21
17
21
22
116

2,882

-1
0
2
0
1
-1
0
0
1
1
1
0
3
2
0
0
5
2
0
2
1
2
7
7
-1
1
0
0
0
7
-1
3
3
0
5
1
0
-1
3
0
3
49

0
1
0
0
1
3
0
0
2
1
6
0
1
2
2
0
5
1
4
0
0
0
5
0
0
2
2
0
0
4
0
2
4
7
13
1
0
0
0
1
2

106

HYOGOロータリー
E ク ラ ブ

事務所
〒651-0087  兵庫県神戸市中央区御幸通8-1-6 神戸国際会館16階
TEL：078-221-1000　FAX：078-221-1013
E-mail maruo2680@sage.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  丸 尾　研 一

女性

1
0
0
2
4
1
8
0
5
0
4
0
9
0
0
2
5
1
6
14
2
0
0
0
0
0
9
5
16
0
0
3
0
0
0
3
6
5
0
2
5
0
2
3
17
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